


好中球での γissue Factor発現:

その発現機序と病態との関連 (12670984)

平成 12年度~平成 13年度科学研究費補助金

(基盤研究(C)(2))研究成果報告書

平成 14年3月

研究代表者中村伸

(京都大学霊長類研究所)



はしカまき

組織図子 (Tissue Factor，γF)は血液凝固反応系の開始因子で、血液と接している血

液細胞では、通常 TF発現は強く抑制されている。しかしながら、血液細胞が種々の細胞刺

激因子で活性化されると、短時間の内に TFが発現誘導され、血管内での凝固反応を先進し

て脳梗塞あるいは心筋梗塞の直接要因となる血栓症など凝血病態を葱起する。

これまで、白血球系細胞群における TFの発現締胞は単球のみで、好中球やリンパ球に

は γF発現能がないとされていた。しかしながら、我々はウサギ、サルならびにヒトで炎症

部位に集積する好中球が TFを発現することを見出し、好中球の新たな機能・役割を示唆す

る新知見として注目されている。しかしながら、この好中球 TFの発現機序の詳細および炎

症や凝血病態との関連などに関しては不明で、それらの解明が待たれている。

本研究では好中球での TissueFactor (TF)発現機序に関する細胞分子生物学的研究、な

らびにサルモデルを駆使した好中球 TFの病態生化学的研究を進め、好中球 TFについて遺

伝子発現から凝血病態との関連など、その全体像の解明を目指し、添付論文に示す研究成

果を得た。
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